
大草城

南北朝時代(1336～ 1392年)に なると、大河原が信濃における南朝方(宮方)の拠

点となるが、当然西の玄関口である小渋の谷の入口を固める必要があった。そこ

で、香坂高宗か同族の者が大草城を築いたと思われる。この時代の大草郷の地頭

は大草氏で、香坂氏との関係はまだそれほど強いものではなかった。

香坂高宗は 1390年頃、大河原城から大草城へ移っている。その頃、香坂氏は大

草氏と血縁関係になったと云われている。1507年、香坂宗縁 (大草庄二郎/入道

体斉)の頃、香坂 。大草は一つに纏まったと見られている。

御北 (沖田)に は支城があり、大草体斉が引退すると御北を隠居城 として使用 して

いたのだろう。天正 19年(1591)の 大草郷検地帳には城跡は畑 となっているとあ

る。その後、長いこと畑 もしくは更地になっていたと思われるが、飯島日曽利の

高坂家が当地に移住 してきたと推察する。

『史跡名勝めぐり大草城址 大草にある。西は深沢川に臨み南北は深 く切れて

渓谷 となり東方は二条の堀切 りで遮断されている。本丸は三十間四方、その南に

帯郭があり、北方に一段低 く二の丸がある。小城ではあるが要害の地で、築城年

代や築城者はわからないが城の形式は南北朝時代のものといわれている。大草

は南北朝時代には特に大河原の南朝方 と関係の深かった所であるから、香坂氏

の拠った城で、以後その子孫高坂氏の城地だったと伝えられている。』

「なかがわJ(中川村公民館報 第 5号、1960.2.15)

大草城は河岸段丘が半島状に天竜川方向へ突き出した先端部を利用 して築かれ

ている。また、大草城からの眺望はよく天竜川 と伊那谷を一望することができる

が、この点は日曽利の香坂家屋敷 と非常に類似 している。天竜川の直 ぐ東側の高

い場所にあり西倶1を天竜川が蛇行 して流れ、川の反対側を一望できるという点

である。大河原城の支城として大草城、出先の屋敷 として日曽利の屋敷が重要な

役害1を果たしたのだろう。

つまり、大河原城、大草城、日曽利の屋敷は香坂家にとって、北朝方と対時する

上で重要な軍事拠点であったと思われる。

残念なことに、大草城跡は徹底的に破壊 し尽 くされてしまった。研究者から、「低

レベルの公園化」 とか「保護意識の低さ」 と批判されている。

(川端紅葉著 2026・ 3,13)
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「大草体斉館(御北)」 (縄張図・断面図・鳥敏図で見る信濃の山城と館.5

上伊那編、 宮坂武男著、国立国会図書館)


